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第 1章

環日本海域と金沢大学 21世紀 COEプログラム

金沢大学大学院自然科学研究科環境科学専攻

早川 和一
email: hayakawa@p.kanazawa-u.ac.jp

1．環日本海域の環境の重要性

 日本海は，日本列島，朝鮮半島及びユーラシア大陸

に囲まれた縁海で，水産資源など豊富な自然資源に恵

まれています．しかし，大陸と海溝に挟まれて地震や

火山活動の盛んな地帯であるとともに，その両端は狭

い海峡でタンカーや潜水艦，あるいは沿岸の工場の事

故など人為的原因による化学物質や放射能汚染には極

めて弱い閉鎖的な海域でもあります．一方，日本及び

日本海を挟んで対岸に位置する中国，北朝鮮，韓国，

ロシア及びそれに近隣する諸国は，大きな人口を抱え

て産業や経済が急速に発展しつつあり，著しい変革を

遂げる地域です．この地域の産業活動は大量の化石燃

料の消費によって支えられていますが，それに伴って

排出される二酸化炭素や酸性物質，燃焼粉じん等は，

黄砂などの自然起源の物質と相まって近年の地球規模

の環境変動を誘発する大きな要因と考えられています．

また発生する有害化学物質はこの地域の環境を著しく

汚染して，生態系に及ぼす影響だけでなく，ヒトにお

いても種々の疾病を引き起こしています．このような

理由から，環日本海域は，今，世界の環境科学者が最

も注目する地域の一つになっています．

このため，環日本海域を対象にして得られた研究成

果は，同じ問題を抱える世界の多くの地域にも適用が

可能と期待されています．今後の地球環境の変化を予

測して災害を未然に防止し安全で豊かな国際社会を形

成するために，環日本海域の環境の長期的，短期的変

動の予測とそれに基づく保全・災害防止対策の構築は

極めて重要な課題なのです．

2．21世紀 COEプログラムとは

 21世紀 COEプログラムは，もともと文部科学大臣が
大学の構造改革の一環として，国内から世界最高水準

の大学を育成することを目的に，各研究分野のトップ

30 を選出して重点的に予算を付けるという構想を打ち
出したことに端を発します．その後，地方大学の切捨

てにつながるといった反対意見が続出したため，文部

科学省は修正を行い，最終的に我が国の研究拠点を形

成するための支援プログラムという形となりました．

COEとは Center of Excellence（卓越した研究拠点）のこ
とです．平成 14，15年度に，10の研究分野に各大学か
ら大学院の専攻単位で応募する形式で行われました．

２年間の応募総数は 1,075件，そのうち，採択されたの
は 246拠点（85大学）という狭き門でした．
 金沢大学 21 世紀 COE プログラム「環日本海域の環
境計測と長期・短期変動予測」は平成14年度募集の5 研
究分野の一つ「学際・複合・新領域」に大学院自然科

学研究科の博士後期課程の専攻の一つである地球環境

科学専攻から応募したものです．

3．金沢大学 21世紀 COEプログラム

金沢大学には既に 1967年に学内措置で設立された日
本海域研究所があり，そこに所属する研究者を中心に，

自然科学だけでなく社会科学分野でも多くの研究実績

を上げ，日本海を挟んで対岸に位置する中国，韓国，

ロシア諸国の研究者と活発な研究交流を展開してきま

した．更に 2002年には，自然計測応用研究センターが
設立され，環日本海域を実験場とする高感度環境計測

技術の開発研究が始まりました．また，辰口には世界

最高水準の極低レベル放射能測定実験室を有してい

ます．

このような研究所やセンター，施設だけでなく，ご

承知のように，酸性雨雪や日本海重油流出事故後の環

境影響，あるいは都市大気粉塵の健康影響では世界的

に注目される研究成果をあげており，それに付随して，

ロシア，中国，韓国の大学，研究所等との交流提携や

共同研究が極めて盛んに行われています．これら金沢

大学の実績は，全国の大学の中では勿論のこと，世界

でもトップクラスにあります．

金沢大学 21 世紀 COE プログラムは，以上の経過と
実績を背景に計画されました．地球環境科学専攻を中

心に，自然計測応用研究センター，生命科学専攻，シ

ステム創成科学専攻，物質構造科学専攻所属の教授，

助教授総勢 20名の教官（事業推進担当者）から組織さ
れています．これに COE が雇用した 20 名以上のポス
ドク，各教官が指導する博士後期課程の大学院生，更



2

に COE 事務局スタッフ，金沢大学研究協力課の COE
担当スタッフを入れると総勢 70名余の大所帯になりま
す．平成 14年度～18年度までの 5年間にわたって事業
が推進されます[1]．

4．環日本海学の目的

 今日，“ 環境” をキーワードとする書籍は極めて多く，
大学における授業科目も少なくありません．しかし，

洋書，和書を問わず，これまで一つの地域を，その地

殻の成り立ちから最近の人為的汚染による環境問題ま

での長期的・短期的変動を一つの時間軸上で総合的に

解説した書籍は見当たりませんでした．

上述のように金沢大学 21 世紀 COE は，日本海とそ
の周辺地域を対象に，長期的・短期的環境変動を研究

する教官 20名で構成されています．そこで，その教官
全員と，更に COEと共同研究を進める学外の研究者の
協力を得て，この地域の長期的・短期的環境変動を基

礎から最先端の研究成果まで総合的に学ぶ授業科目と

して「環日本海学」を企画しました．

テキスト「環日本海学」はその授業科目で用いるも

のとして，それぞれの研究者が１章ずつ執筆を担当し

ました．テキストの豊富な内容は目次の章立てからも

おわかりいただけるでしょう．上述したように，日本

海あるいはその周辺地域の環境変動を総合的に扱った

書籍は見当たりません．その点からも，本テキストは

学問的にも極めて価値の高い内容の書籍といえます．

残念ながら，15 回の講義では，全ての執筆者から講義
を受けることはかないませんが，是非，講義では紹介

できなかった章についても一読していただくことをお

勧めします．
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